
先
徳
略
名
口
決
・
作
名
に
つ
い
て

松
　
　
本
　
　
光
　
　
隆

目

　

　

次

l
、
「
先
徳
略
名
口
決
」
諸
本
に
つ
い
て

二
、
「
作
名
」
諸
本
に
つ
い
て

三
、
「
先
徳
略
名
口
決
」
・
「
作
名
」
の
本
文
構
成

四
、
〝
先
徳
略
名
口
決
″
・
〝
作
名
″
の
成
立
と
そ
の
利
用

五
、
高
山
寺
に
お
け
る
〝
先
徳
略
名
口
決
″
・
〝
作
名
″
の
来
歴

一
、
「
先
徳
略
名
口
凍
」
諸
本
に
つ
い
て

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
「
先
徳
略
名
口
決
」
と
題
さ
れ
る
資
料
は
、
真
言
宗
諸
寺
院
に
現
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
真
言
宗
野
沢

両
統
の
僧
侶
に
つ
い
て
、
そ
の
人
名
、
又
は
口
説
の
記
等
の
略
称
、
多
く
の
場
合
は
抄
物
書
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
何
を
、
或
は
誰
を
指
す
の

で
あ
る
か
を
注
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
先
徳
略
名
口
決
、
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
書
名
で
管
見
に
入
っ
た
も
の
に
は
、
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
の
三
本
と
高
山
寺
蔵
の
二
本
と
が
あ

る
。
こ
れ
に
、
国
立
国
会
図
書
館
本
・
群
書
類
従
本
を
加
え
る
と
七
本
に
管
見
が
及
ん
で
い
る
。
以
下
各
本
に
つ
い
て
略
説
を
加
え
る
。

二
束
寺
観
智
院
蔵
甲
本

先
徳
略
名
口
決
・
作
名
に
つ
い
て



鎌
　
倉
・
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
笛
二
八
三
画
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
写
の
資
料
で
あ
る
。
外
題
は
「
先
徳
略
名
口

訣
」
、
内
題
は
「
先
徳
略
名
口
決
」
と
あ
り
、
尾
題
は
な
い
。
巻
末
の
奥
書
は
、

元
禄
十
一
年
九
月
十
四
日
写
得
一
校
了

霊
雲
浄
厳

（
以
上
本
奥
書
）

宝
永
四
丁
亥
年
十
一
月
十
日
於
河
州
延
倫

寺
以
浄
厳
和
上
真
蹟
本
書
写
一
校
了

実
詮

と
あ
る
。
本
文
は
こ
の
奥
書
の
前
で
終
っ
．
て
お
り
、
「
貞
記
」
よ
り
「
花
水
」
に
至
る
六
十
三
項
目
よ
り
成
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
東
寺
観
智
院
蔵
乙
本

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
第
一
八
三
函
に
収
め
ら
れ
た
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
　
の
写
本
で
外
題
・
内
題
に
は
　
「
先
徳
略
名
口
決
」
　
と
あ
り
、

尾
題
は
な
い
。
本
文
は
「
貞
記
」
に
は
じ
ま
り
、
「
本
伝
」
に
至
る
六
十
四
項
目
が
存
し
た
後
に
、
左
の
奥
書
が
あ
る
。

（
一
）
本
云

元
禄
十
一
年
九
月
十
四
日
写
得
一
校
了

霊
雲
浄
厳

永
宝
四
丁
亥
年
十
一
月
十
日
於
河
茄
延
命
寺

以
浄
厳
和
上
真
境
木
書
写
校
了

実
詮

享
保
七
壬
子
年
八
月
十
四
日
以
急
便
写
得
之



一
校
了
　
双
□
下
池
上
住
僧
秀
忠

享
保
十
一
丙
午
年
七
月
十
日
卒
亦
書
写
了

一
校
了
　
　
　
　
　
　
沙
門
宥
昌

元
文
四
己
来
季
十
月
十
二
二
日
宥
昌

真
蹟
本
於
従
覚
定
備
用
急

写
得
一
校
了
　
　
介
承
照

（
以
上
本
奥
書
）

（以）

宝
暦
八
夏
□
師
書
僧
正
真
筆

写
之
一
校
了
　
　
仏
子
亮
我

と
あ
り
、
こ
の
奥
書
の
あ
と
に
更
に
本
文
が
続
き
、
「
一
二
」
よ
り
「
任
云
」
ま
で
の
十
五
項
目
が
存
し
た
後
に
、

（
二
）
文
明
十
三
年
辛
丑
五
月
廿
二
日

以
宝
蓮
華
寺
亮
尊
自
筆
本
写
了

後
雄
廿
七

右
一
帖
者
亮
－
僧
正
申
請
写
之

天
文
廿
三
年
二
月
廿
六
日
少
僧
都
祐
重
憫
汁

（
以
上
本
奥
書
）

の
奥
書
が
存
し
、
更
に
こ
の
後
に
「
首
易
見
」
よ
り
「
神
憧
訓
」
に
至
る
六
項
目
の
本
文
が
存
し
て
、
そ
の
後
に
、

其

（
三
）
一
二
ト
云
ヨ
リ
次
下
ハ
八
結
伝
受
勘
真
源

自
筆
ノ
以
一
帖
写
加
畢

先
徳
略
名
口
決
・
作
名
に
つ
い
て

二
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
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宝
暦
七
丁
丑
年
四
月
下
八
日
僧
正
承
照
批
汁

（
以
上
本
奥
書
）

宝
暦
八
年
六
月
九
日
写
之
了

（
朱
書
）

「
朱
書
校
合
了
」
　
亮
我

の
奥
書
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
、
東
寺
観
智
院
丙
蔵
本

甲
本
・
乙
本
と
同
じ
く
東
寺
観
智
院
金
剛
薗
聖
教
第
一
八
三
函
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
写
本
で
あ
る
。
甲

本
の
奥
書
、
乙
本
の
奥
書
（
こ
に
当
る
部
分
が
半
丁
の
空
白
で
あ
る
。
乙
本
の
奥
書
（
二
）
に
相
当
す
る
部
分
に
は

文
明
十
三
辛
丑
五
月
廿
二
日

以
宝
蓮
華
寺
亮
尊
自
筆
本
写
辛

俊
雄
廿
七

右
一
帖
者
亮
－
－
僧
正
申
［
日
日
日
日

天
文
廿
三
年
二
月
廿
六
日
少
僧
都
祐
重
罪

（
以
上
本
奥
書
）

の
奥
書
が
あ
り
、
又
、
奥
書
（
三
）
　
に
相
当
す
る
部
分
に
は

寛
文
七
丁
未
年
正
月
望
日
以
池
本
再
校
一
　
＝

法
印
真
源

一
二
ト
云
ヨ
リ
下
ハ
八
結
伝
受
鋤
以
真
源
自
筆

一
帖
写
加
畢



宝
暦
七
丁
丑
年
四
月
十
八
日
僧
正
承
照
砦

（
以
上
本
奥
書
）

安
永
庚
子
夏
七
月
十
三
日
以
承
照
僧
正
自
筆
本

［
日
日
∪
写
了
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
宝

の
奥
書
が
あ
る
。
本
文
の
項
目
等
の
体
裁
は
、
東
寺
観
智
院
蔵
乙
本
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

右
の
東
寺
観
智
院
蔵
の
三
本
を
比
較
検
討
す
る
と
、
先
ず
甲
本
の
如
き
形
態
の
祖
本
が
存
し
、
こ
れ
に
加
筆
増
補
さ
れ
た
宝
暦
七
年
の
承
照
書

写
本
を
親
本
に
し
て
、
乙
本
・
丙
本
が
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
高
山
寺
蔵
甲
本

高
山
寺
蔵
聖
教
第
九
〇
函
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
外
題
は
「
西
院
先
徳
略
名
ム
」
、
内
題
に
は
「
先
徳
略
名
ム
」
と
あ
る
。
尾
題
は
な

く
、
奥
書
に
は

承
応
三
甲
年
季
五
月
十
日
写
之
早

芯
窮
静
守

（
以
上
本
奥
書
）

千
時
元
文
元
苫
八
月
四
日
以
真
東
院
御
本
写
之
了

（資）

（
旦
旦
次
密
弁

と
あ
り
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
の
写
本
で
あ
る
。
奥
書
に
認
め
ら
れ
る
「
真
乗
院
」
は
、
仁
和
寺
の
塔
頭
で
、
印
性
の
開
基
に
成
る
も
の
で

あ
る
。
高
山
寺
甲
本
の
底
本
は
、
仁
和
寺
真
東
院
に
存
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
高
山
寺
蔵
乙
本

甲
本
と
同
じ
く
高
山
寺
聖
教
第
九
〇
函
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
外
題
等
の
体
裁
は
甲
本
に
同
じ
く
、
奥
書
は
、

先
徳
略
名
口
決
・
作
名
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

承
応
三
年
甲
午
五
月
十
日
写
之
早

芯
弟
静
守

（
以
上
本
奥
書
）

元
文
五
年
申
四
月
十
五
日
写
之
早

宥
源

と
あ
り
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
書
写
の
本
で
あ
る
。
高
山
寺
蔵
甲
本
・
乙
本
共
に
本
奥
書
が
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
承
応
三
年
写
の
静
守

の
本
を
底
本
に
し
て
現
存
本
が
成
立
し
た
も
め
と
考
え
ら
れ
、
高
山
寺
蔵
甲
本
・
乙
本
は
兄
弟
関
係
に
あ
る
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
六
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本

国
立
国
会
図
書
館
に
二
〇
九
－
七
〇
六
で
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
弘
化
二
年
二
八
四
五
）
　
の
写
本
で
あ
る
。
本
文
は
　
「
貞
記
」
　
に
始
ま

る
。
「
花
水
」
の
後
に
、

元
禄
十
一
年
九
月
十
四
日
写
得
一
校
了

霊
雲
浄
厳

千
時
正
徳
四
年
冬
十
二
月
廿
日
写
得
之
畢

備
後
尾
道
持
善
院
安
蛮
敗
内
末
資
芯
舞

純
浄
融
妙
同
院
阿
遮
梨
以
快
山
品
師
之
本
書

等
了

（
以
上
本
奥
書
）

の
奥
書
が
存
し
、
こ
の
後
更
に
「
先
徳
略
名
」
と
題
さ
れ
た
条
々
が
列
挙
さ
れ
、
こ
の
後
に
又
「
知
明
院
御
願
所
引
先
徳
名
字
口
伝
事
」
と
題
さ

れ
る
条
々
が
存
し
、
又
「
真
雅
源
仁
真
言
伝
受
知
事
」
・
「
八
宗
論
問
答
人
著
作
知
事
」
・
「
於
東
寺
真
言
十
三
ケ
流
知
事
」
・
「
四
ケ
度
加
行
行
法
日



数
事
」
の
記
載
が
存
し
て
、
巻
末
に
は
次
の
奥
書
が
存
す
る
。

御
本
云

宝
徳
三
年
南
呂
十
六
日
於
高
埜
山
正
智
院

書
写
之
畢
　
　
　
　
　
　
快
朝

朱
点
一
校
了
　
持
主
芯
窮
純
浄
五
十
二

明
和
三
丙
戊
春
三
月
十
八
日
書
写
了

法
印
（
a
s
a
m
a
）
撃

（
以
上
本
奥
書
）

弘
化
二
乙
巳
春
三
月
十
日
拝
写
了

南
岳
杜
多
宥
圭
四
十

巻
中
に
存
す
る
奥
書
か
ら
、
「
霊
雲
浄
厳
」

の
奥
書
を
有
す
る
東
寺
観
智
院
蔵
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
と
祖
本
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
の
本
文
の
構
成
な
ど
形
態
的
に
は
か
な
り
の
隔
り
が
存
し
て
い
る
。

六
、
群
書
類
従
本

続
群
書
類
従
巻
第
八
百
四
十
五
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
奥
書
は
三
ヶ
所
に
存
す
る
。

（
一
）
本
云

享
保
四
年
亥
九
月
廿
八
日
書
写
了

金
剛
峯
寺
阿
閣
梨
英
仙

同
九
年
辰
閏
四
月
十
三
日
為
令
法
久
住
書
写
之

先
徳
略
名
口
決
・
作
名
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

広
沢
末
葉
孝
宥

（
二
）
覚
永
巳
下
戎
本
書
写
了

元
文
五
歳
歳
次
庚
申
十
月
十
三
日

金
剛
仏
子
宥
証

（
三
）
寛
文
六
年
初
夏
十
二
日

東
寺
宝
蔵
院
御
本
雌
為
御
秘
蔵
之
時
之
問
之

後
写
之
活
長
法
印

右
の
如
く
で
あ
る
。
（
三
）
の
奥
書
か
ら
、
東
寺
の
塔
頭
で
あ
る
宝
蔵
院
の
蔵
本
よ
り
出
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
本
文
の
項
目
は
、
右
六

本
と
比
較
す
る
と
遥
か
に
多
く
、
し
か
も
、
真
言
宗
の
先
徳
に
限
ら
ず
記
載
さ
れ
て
い
る
。

右
の
七
本
の
間
に
は
、
本
文
の
形
態
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
後
に
も
触
れ
る
が
、
東
寺
観
智
院
蔵
甲
本
、
東
寺
観
智
院
蔵
乙
本
・
丙
本
、
高

山
寺
蔵
甲
本
・
乙
本
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、
群
書
類
従
本
で
は
、
本
文
の
構
成
が
異
な
る
。

二
、
「
作
名
」
諸
本
に
つ
い
て

先
の
先
徳
略
名
口
決
は
、
真
言
宗
の
僧
侶
に
つ
い
て
の
略
名
を
注
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
略
名
を
注
し
た
書
物
に
つ
い
て
管
見
の
及

ん
だ
も
の
に
「
作
名
」
と
題
さ
れ
る
書
が
存
す
る
。

「
作
名
」
と
題
さ
れ
る
も
の
で
管
見
に
入
っ
た
も
の
に
は
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
の
三
本
と
高
山
寺
蔵
の
一
本
と
が
あ
る
。

一
、
東
寺
観
智
院
蔵
A
本

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
第
二
九
九
函
に
収
め
ら
れ
た
本
で
あ
り
、
外
題
に
「
作
名
」
と
あ
る
。
内
題
・
尾
題
は
な
い
。
奥
書
に
は
、

（
遥
抹
消
）
　
禅

「
高
」
　
－



書
写
之
云
く

（
塁
抹
消
）

「
朝
空
」

（別筆）
「
寛
文
元
年
三
月
下
旬
不
思
議
令

感
得
之
了
」

（
墨
　
抹
　
消
）

「
心
性
写
之
」

（
別
撃
）

「
法
印
真
源
」

の
如
く
で
あ
る
。
書
写
年
代
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
南
北
朝
時
代
の
書
写
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
東
寺
観
智
院
蔵
B
本

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
第
一
八
一
函
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
、
外
題
等
の
記
載
方
法
は
A
本
と
同
じ
く
、
奥
書
は
、

文
明
十
三
碑
五
月
廿
二
日
以
宝
蓮

華
寺
亮
尊
自
筆
本
写
之
了

俊
雄
棚

と
あ
り
、
室
町
時
代
文
明
十
三
年
の
写
本
で
あ
る
。

三
、
東
寺
観
智
院
蔵
C
本

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
第
一
八
三
函
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
外
題
等
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
A
本
と
同
じ
で
あ
る
。
江
戸
時
代
初
期

の
写
本
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
奥
書
に
は
、

文
明
十
三
年
㌔
五
月
廿
二
日

以
宝
蓮
華
寺
亮
尊
自
筆
本
写
早

先
徳
略
名
口
決
・
作
名
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

俊
雄
廿
七

右
一
帖
者
亮
－
僧
正
申
請
写
之

天
文
廿
三
年
二
月
廿
六
日

少
僧
都
祐
重
用
針

（
以
上
本
奥
書
）

寛
文
七
丁
未
年
正
月
望
日
以
他
本

再
校
了
　
　
　
　
　
　
法
印
真
源

と
あ
る
。
こ
の
奥
書
に
徒
え
ば
、
東
寺
観
智
院
蔵
B
本
を
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
に
祐
重
が
書
写
し
、
そ
の
本
を
江
戸
時
代
初
期
に
書
写

（
真
源
書
写
か
）
し
た
も
の
が
東
寺
観
智
院
蔵
C
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

又
、
こ
の
「
作
さ
東
寺
観
智
院
蔵
C
本
は
、
先
の
「
先
徳
略
名
口
決
」
東
寺
観
智
院
蔵
甲
本
か
ら
乙
本
・
丙
本
へ
の
増
補
過
程
に
お
い
て
使

用
さ
れ
た
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
「
先
徳
略
名
口
決
」
東
寺
観
智
院
蔵
乙
本
（
二
二
三
）
の
奥
書
、
東
寺
観
智
院
蔵
丙
本
（
一
）
≡
）
の
奥
書

と
、
こ
の
「
作
名
」
東
寺
観
智
院
蔵
C
本
の
奥
書
と
が
よ
く
通
じ
、
又
、
「
先
徳
略
名
口
決
」
東
寺
観
智
院
蔵
乙
本
・
丙
本
の
増
補
部
分
本
文
に

つ
い
て
も
よ
く
一
致
す
る
。

四
、
高
山
寺
蔵
本

高
山
寺
聖
教
第
八
九
函
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
外
題
に
は
「
作
名
口
決
」
と
あ
る
。
内
題
・
尾
題
は
な
く
、
奥
書
に
は
、

右
之
御
本
者
和
室
；
旦
昂
以
細
目
筆
書
写
辛

延
宝
三
年
乙
卯
極
月
十
一
日

和
室
池
上
願
城
寺

金
剛
資
覚
円



と
あ
る
。
書
写
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

三
、
「
先
徳
略
名
口
決
」
・
「
作
名
」
の
本
文
構
成

先
に
略
述
し
て
来
た
「
先
徳
略
名
口
決
」
・
「
作
名
」
の
二
つ
の
書
に
つ
い
て
以
下
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
先
に
掲
げ
た
諸
資
料
に
つ
い

て
、
そ
の
本
文
の
項
目
配
列
を
比
較
し
て
み
る
事
と
す
る
。

）
木

次
甲

口
蔵

名
院

略
智

徳
観

先
寺

（
東

貞後香
　
隆

法広ヽ
、／大（

S
i
 
d
d
h
i
）

高法
上
レ
］

．
一
ノ
つ

本乙蔵院智観寺東

記
　
　
・
〃

記
　
　
　
〃

寺
　
　
　
〟

三
　
　
　
〃〃〃

御
　
　
　
〃

院
　
　
　
〃

御
　
　
　
〃

ム
　
　
　
　
〃〃

本丙蔵院智観寺東〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

本甲蔵寺山高

本乙蔵寺山高

）
本
　
本

名

A

 

B

蔵

　

蔵

院

　

院

智

　

智

観

　

観

作
寺
　
寺

（
東
　
東

本C蔵院智観寺東

本蔵寺山高〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

半前本館書図会国〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

半中本館書図会国

先
篠
崎
名
口
決
・
作
名
に
つ
い
て

九
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護
持
院
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任
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梨

金
　
　
　
員

教
　
　
　
示

尊
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勝
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大
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見
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任
賢
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〃〃〃〃〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〃

〃
　
　
　
　
文
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大
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〃



勧

教
　
示

尊
　
蔵

善
　
者

勝
　
法

信
　
　
　
師

予
　
　
　
曽

知
　
　
　
義

竹
　
　
　
人

見
　
　
　
立

見
　
莫
　
甲

且
　
葉
　
乙

且
　
葉
　
上

且
　
真
　
下

導
　
　
　
師

巳
　
　
　
成

人
　
　
　
党

朝
　
　
　
人

大
　
　
　
人

安
　
　
　
草

立
　
　
　
法

三
　
　
　
珍

〃〃〃〃〃〃〃〃〃

竹
　
入

〃〃〃〃〃

〃

　

　

　

　

　

〃〃

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

〃

〃
　
　
入
党

〃
　
　
巳
成

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃巳
成

人
覚

〃〃〃〃

〃〃〃〃〃

先
徳
略
名
口
決
・
作
名
に
つ
い
て



中泉後玉文法見中三花

御

鎌
　
倉
　
時
　
代
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研
　
究

御和明氷人尋
．入水

〃

　

　

　

　

　

　

〃

　

　

　

　

　

　

　

〃

　

　

　

　

　

〃

西
人
　
　
　
〃
　
　
〃

〃

　

　

　

　

　

　

　

〃

　

　

　

　

　

〃

大
和
　
　
高
御
　
　
〃

〃

　

　

　

　

　

　

〃

　

　

　

　

　

　

　

〃

　

　

　

　

　

〃

高
御
　
　
大
卸
　
　
〃

〃

　

　

　

　

　

　

　

〃

　

　

　

　

　

〃

北
都
　
　
　
〃
　
　
〃

〃

　

　

　

　

　

　

　

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

　

　

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

　

　

〃

　

　

　

　

　

〃

真
心
　
　
〃

〃

　

　

　

　

　

　

　

〃

　

　

　

　

　

〃

〃

　

　

　

　

　

　

　

〃

　

　

　

　

　

〃

〝
　
　
　
花
水
　
　
〃

〃
　
　
　
中
一
　
〃

〃
　
　
　
三
人
　
　
〃

中
一

三
人

花
水

妙
心
大

千
　
心

査
　
師

勝
　
師

ウ
　
言

華
　
水

中
一

三
　
人

小
観
見

観
　
言

予
　
曽

智
　
義

貞
葉
甲

且
菓
乙



一

　

二

尊
　
　
蔵

善
　
　
者

勝
　
　
法

美
　
　
心

金
　
　
玉

甫公
　
　
云

示
　
見
　
〃

大
文
元
　
〃

倍

　

元

　

〝

四
力
元
　
〃

本
　
　
説

花
水
記
云

花
　
　
云

大
僧
都
云

観
音
院
記
云

長
上
綱
所
伝

任
　
　
云

首

易

見

檜
尾
口
決

〃〃〃〃〃〃〃〃

小
僧
都
記
云

〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃〃

且
葉
上

且
菓
下

三
　
珍

竹
　
入

尊
　
師

大
　
人

朝
　
人

玉
　
明

文
　
水

法
　
人

高
　
野

泉
　
御

中
　
御

大
　
御

北
　
御

〃〃〃

十
寸
口
寺

〃

先
徳
略
名
口
決
J
作
名
に
づ
い
て

三
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

高
尾
口
決

貞
観
寺
口
決

霊
厳
和
尚

神

健

訓

各
資
料
の
項
目
配
列
は
右
の
如
く
で
あ
る
。
群
書
類
従
本
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
。

右
の
項
目
対
照
は
、
「
先
徳
略
名
口
決
」
東
寺
観
智
院
蔵
甲
本
を
中
心
に
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
　
「
先
徳
略
名
口
決
」
東
寺
観
智
院

蔵
甲
本
と
同
一
の
書
よ
り
出
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
「
先
徳
略
名
口
決
」
東
寺
観
智
院
蔵
乙
本
・
丙
本
と
、
こ
の
比
較
よ
り
零
本
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
高
山
寺
蔵
本
「
作
名
口
決
」
と
が
存
す
る
。
一
方
、
「
西
院
先
徳
略
名
」
と
超
さ
れ
る
高
山
寺
蔵
本
「
先
徳
略
名
口
決
」
甲
本
・
乙

本
と
、
「
作
名
」
東
寺
観
智
院
蔵
A
本
・
B
本
・
C
本
が
同
一
内
容
の
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

以
下
、
前
者
、
「
先
徳
略
名
口
決
」
東
寺
観
智
院
蔵
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
と
高
山
寺
本
「
作
名
口
決
」
と
を
〝
先
徳
略
名
口
決
〟
と
称
す
る
。

後
者
は
、
つ
ま
り
、
「
作
名
」
東
寺
観
智
院
蔵
A
本
・
B
本
・
C
本
と
高
山
寺
蔵
本
「
西
院
先
徳
略
名
」
甲
本
・
乙
本
を
〝
作
名
〃
と
一
括
し
て

称
す
る
こ
と
と
す
る
。
先
の
項
目
対
照
で
見
た
如
く
、
〝
先
徳
略
名
日
次
″
・
〝
作
名
″
の
二
者
は
、
そ
の
内
容
か
ら
見
て
非
常
に
似
通
っ
た
も
の

で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

さ
て
、
群
書
類
従
本
「
先
徳
略
名
口
決
」
　
の
位
置
が
問
題
と
な
る
。
群
書
類
従
本
の
項
目
数
は
、
〝
先
徳
略
名
口
決
″
・
〝
作
名
〟
に
比
べ
る
と

遥
か
に
多
く
、
五
百
六
項
目
に
及
ぶ
。
そ
の
本
文
構
成
を
見
渡
す
と
、
巻
頭
「
貞
記
」
よ
り
「
花
水
」
に
至
る
六
十
三
項
目
、
又
は
、
巻
頭
よ
り

フ
エ
」
に
至
る
七
十
一
項
目
は
、
正
に
〝
先
徳
略
名
口
決
″
に
当
る
。
途
中
の
記
述
は
、
必
ず
し
も
真
言
宗
僧
侶
の
関
係
に
限
ら
ず
、
唐
の
僧
、

天
台
宗
、
法
相
・
三
論
・
律
・
花
厳
等
の
南
都
古
宗
の
僧
侶
等
に
関
す
る
も
の
で
、
巻
頭
部
の
〝
先
徳
略
名
口
決
″
と
は
質
的
に
異
な
る
も
の
で

あ
る
。
巻
末
部
の
五
十
九
項
目
に
つ
い
て
は
、
そ
の
部
分
の
最
初
に
、

作
名
西
院



往
生
院
後
塵
伝
受
事

と
あ
り
、
内
容
的
に
も
・
〝
作
名
″
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
巻
頭
に
〝
先
徳
略
名
口
決
〟
を
記
し
、
巻
中
に
他
本
等
か
ら
の
増
補

を
行
い
、
巻
末
に
〝
作
名
″
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
事
が
理
解
さ
れ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
は
、
巻
頭
よ
り
巻
中
奥
書
ま
で
の
部
分
が
〝
先
徳
略
名
日
次
〟
、
巻
中
奥
書
の
後
よ
り
「
知
明
院
御
顧
所
引
先
徳
名
字

口
伝
」
と
あ
る
前
ま
で
が
〝
作
名
″
で
あ
っ
て
、
こ
れ
よ
り
巻
末
に
至
る
ま
で
は
、
他
本
か
ら
の
増
補
・
加
筆
部
分
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

〝
先
徳
略
名
口
決
″
の
原
初
形
態
を
伝
え
る
も
の
は
、
「
先
徳
略
名
口
決
」
東
寺
観
智
院
蔵
甲
本
で
あ
り
、
〝
作
名
〟
の
原
初
形
態
を
伝
え
る
の

は
「
作
名
」
東
寺
観
智
院
蔵
A
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
緒
本
は
増
補
・
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
先
徳
略
名
口
決
」
国
立
国

会
図
書
館
蔵
本
や
群
書
類
従
本
で
は
、
か
な
り
の
程
度
の
増
補
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

四
、
〝
先
徳
略
名
口
決
″
・
〝
作
名
″
の
成
立
と
そ
の
利
用

〝
先
徳
略
名
日
次
″
・
〝
作
名
″
共
に
、
そ
の
成
立
に
当
っ
て
は
、
真
言
宗
広
沢
流
の
「
疏
・
西
院
流
が
関
係
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
事
は
、
例
え
ば
、
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
の
先
徳
略
名
口
決
・
作
名
共
に
「
西
院
流
」
関
係
の
、
高
山
寺
蔵
の
も
の
に
つ
い
て
も

「
西
院
流
」
関
係
の
聖
教
函
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
高
山
寺
蔵
の
「
先
徳
略
至
に
は
「
西
院
」
が
冠
さ
れ
て
い
る
事
な
ど
例
証
を
掲

げ
る
に
暇
が
な
い
。

さ
て
、
〝
先
徳
略
名
日
次
″
や
〝
作
名
″
に
掲
げ
ら
れ
た
略
ゑ
7
略
称
は
、
具
体
的
に
は
如
何
な
る
形
で
資
料
に
表
わ
れ
て
い
る
か
が
問
題
と

な
ろ
う
。
例
え
ば
、
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
欝
一
八
一
函
に
所
収
さ
れ
て
い
る
「
金
玉
」
に
は
、

○
＼
自
見
金
輪
（
「
金
輪
」
外
題
右
肩
）

○
刊
兇
云
此
尊
三
形
鳥
羽
僧
正
秘
説
十
二
輪
金
輪
云
〔
「
金
輪
」
本
行
問
書
入
）

○
勾
可
云
用
八
輸
文
証
尤
ハ
｛
十
二
輪
者
只
仁
王
経
法
所
用
也
如
何
（
「
金
輪
」
本
行
間
書
入
）

先
徳
略
名
口
決
・
作
名
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
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○
樹
紺
云
大
仏
頂
法
事
後
朱
雀
院
時
《
以
下
略
）
（
「
大
仏
頂
」
紙
背
書
入
）

0
対
刃
云
酉
酉
人
間
此
説
云
《
以
下
略
）
（
同
右
）

○
又
刊
草
l
伝
全
同
此
図
（
「
大
仏
頂
」
本
行
間
書
入
）

○
矧
劃
列
芸
祈
福
用
鉢
滅
罪
錫
杖
是
秘
説
也
（
「
釈
迦
」
書
入
）

の
如
き
記
載
が
あ
り
、
初
例
の
「
自
見
」
は
自
証
房
覚
印
で
あ
り
、
「
予
見
」
は
高
野
山
常
書
院
心
覚
の
こ
と
、
「
ム
」
は
宏
教
（
禅
遍
）
、
「
信
師
」

は
信
乃
阿
閣
梨
恵
什
、
「
大
人
」
は
大
納
言
阿
閣
梨
仁
済
、
「
予
草
」
は
高
野
山
成
蓮
院
兼
意
、
「
且
菓
乙
」
　
は
宝
心
阿
閣
梨
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
略
名
の
い
ず
れ
も
が
、
〝
先
徳
略
各
口
決
〟
或
は
〝
作
名
″
の
ど
ち
ら
か
に
、
又
は
両
方
に
登
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

又
、
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
第
二
九
九
函
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
異
水
」
を
例
に
す
れ
ば
、

○
＼
大
可
青
宇
（
「
青
宇
」
外
題
右
肩
）

○
酬
郵
‡
密
印
者
別
見
千
慮
哩
経
云
ミ

○
則
剰
劃
云
行
此
法
時
向
東
可
行
雨
従
東
起
故
具
可
琉
文
云
ミ
（
「
不
動
止
雨
」
本
行
間
書
入
）

＼

○
＼
三
大
師
所
作
北
細
（
「
大
師
所
作
」
外
題
）

1

　

ヶ

　

ッ

ヲ

一

【

　

フ

　

　

ヲ

．

】

○
】
二
云
預
コ
立
叙
輪
享
有
丁
鋸
輸
一
（
「
大
元
」
本
行
間
書
入
）

の
如
き
は
、
「
大
可
」
が
大
納
言
阿
閣
梨
蓬
顕
、
「
勧
言
」
は
勧
修
寺
法
務
寛
信
、
「
且
葉
上
」
は
金
剛
王
院
三
密
房
阿
閣
梨
聖
賢
、
「
一
二
」
は
三

位
法
印
最
寛
、
「
北
都
」
は
北
院
御
宝
守
覚
の
こ
と
で
あ
り
、
〝
先
徳
略
名
口
決
″
・
〝
作
法
″
に
登
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

又
、
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
第
二
九
九
函
に
は
、
第
七
号
と
し
て
「
西
院
八
結
」
の
第
一
結
目
が
存
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
例
示
す
る
と
、

○
＼
一
二
金
輪
＼
西
人
（
「
金
翰
」
外
題
）

○
己
上
（
S
ニ
d
h
i
）
院
（
「
金
輪
」
本
行
）



○
右
点
為
勾
（
「
金
輪
」
奥
書
部
分
）

○
＼
三
薬
師
Ⅶ
票
（
「
薬
師
」
外
題
）

○
＼
立
法
阿
弥
弛
（
h
冒
a
）
（
「
阿
弥
陀
」
外
題
右
肩
）

の
如
き
も
の
が
掲
げ
ら
れ
、
「
三
」
は
先
掲
、
「
酉
人
」
は
西
院
法
印
任
覚
、
「
（
S
l
d
d
h
産
と
は
成
就
院
大
僧
正
覚
助
、
「
ム
」
は
先
拓
、
「
立

法
」
は
菩
提
院
温
限
行
延
の
こ
と
で
、
こ
れ
ら
も
〝
先
徳
略
名
口
決
〟
・
〝
作
名
〟
に
登
載
さ
れ
て
い
る
。

「
金
玉
」
・
「
異
水
」
・
「
西
儲
八
結
」
は
、
西
院
流
の
伝
授
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
外
に
西
院
流
の
伝
授
に
関
し
て
、

「
六
通
貞
記
」
と
「
三
代
別
記
」
と
が
存
す
る
。
「
六
通
貞
記
」
で
は
、
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
鴛
二
八
一
画
に
収
め
ら
れ
た
も
の
に
、

○
＼
一
二
相
承
大
事
Ⅷ
西
人
（
外
題
）

同
じ
く
第
一
八
一
画
に
収
め
ら
れ
た
「
三
代
別
思
」
に
は
、

○
＼
三
三
代
別
記
歳
入
（
外
題
）

の
如
く
認
め
ら
れ
、
〝
先
徳
略
名
口
決
″
・
〝
作
名
〟
に
登
載
さ
れ
た
略
名
・
略
称
の
具
体
的
な
使
用
例
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
先
に
は
〝
先
徳
略
名
口
決
″
・
〝
作
名
〟
が
、
西
院
流
の
下
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
諸
点
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

「
金
玉
」
・
「
異
水
」
・
「
西
院
八
結
」
・
「
六
通
貞
記
」
・
「
三
代
別
記
」
の
如
き
書
と
の
関
係
か
ら
、
〝
先
徳
略
名
口
決
〟
や
〝
作
名
〟
が
、
西
院
流
の

伝
受
と
深
く
関
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

「
西
院
八
結
」
は
、
西
院
流
の
祖
・
信
託
が
寛
助
の
七
巻
抄
よ
り
記
し
て
任
覚
に
授
け
、
更
に
三
位
法
印
最
寛
、
宏
教
（
禅
遍
）
と
相
伝
さ
れ
、

宏
教
（
禅
遍
）
が
類
果
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
「
金
玉
」
は
、
高
野
山
住
生
院
に
在
っ
た
顕
党
に
従
っ
て
宏
教
（
禅
遍
）
が
保
寿
院

流
の
伝
授
を
受
け
た
際
、
所
伝
の
沢
抄
に
西
院
流
の
行
様
・
口
伝
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
説
が
存
す
る
。
「
異
水
」
は
、
宏
教
（
禅
遍
）
が

相
承
し
た
他
流
の
尊
法
の
中
で
、
西
院
流
の
本
伝
と
は
異
な
る
も
の
を
類
衆
し
た
も
の
で
、
小
野
・
醍
醐
‥
小
島
の
各
流
の
伝
や
、
広
沢
流
で
も

異
な
る
も
の
を
類
衆
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
「
六
通
貞
記
」
・
「
三
代
別
記
」
は
、
西
院
流
正
嫡
の
伝
授
す
る
所
で
あ
っ
て
、
例
え

先
徳
略
名
口
決
・
作
名
に
つ
い
て
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ば
、
先
の
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
第
一
八
一
函
の
「
六
通
貞
記
」
の
本
奥
書
に
は
、

承
元
四
年
十
二
月
五
日
於
香
隆
寺

三
八

御
房
書
写
了

金
剛
資
禅
－

（
二
八
－
七
－
二
三

の
如
き
一
条
が
存
し
て
お
り
、
承
元
四
年
に
禅
遍
（
宏
教
）
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
同
じ
画
の
　
「
三
代
別
記
」
　
の
本
奥
書
も

承
元
四
年
に
番
隆
寺
で
書
写
し
た
禅
遍
（
宏
教
）
　
の
も
の
が
存
し
て
い
る
。

右
の
　
「
西
院
八
結
」
・
「
金
玉
」
・
「
異
水
」
二
六
通
貞
記
」
・
「
三
代
別
記
」
共
に
宏
教
の
手
に
懸
る
所
で
あ
り
、
こ
の
事
実
と
〝
先
徳
略
名
日

次
″
・
〝
作
名
″
と
の
成
立
事
情
と
を
関
連
づ
け
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

右
の
「
西
院
八
結
」
を
は
じ
め
と
す
る
尊
法
等
に
深
く
関
る
宏
教
は
〝
先
徳
略
名
口
決
″
に
は
「
ム
」
と
し
て
立
項
が
あ
り
、
登
載
さ
れ
て
い

る
注
記
に
は
「
先
師
権
律
宏
教
　
本
名
禅
遍
」
と
あ
る
。
一
方
「
先
徳
略
名
口
決
」
東
寺
観
智
院
蔵
乙
本
・
丙
本
の
増
補
部
分
に
は
「
甫
」
と
し

て
立
項
さ
れ
「
少
輔
律
師
宏
教
」
と
注
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
増
補
部
分
で
あ
る
上
に
、
朱
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
〝
作
名
〟
で
は
、
基
本

的
に
は
宏
教
（
禅
遍
）
に
関
す
る
立
項
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
「
作
名
」
東
寺
観
智
院
蔵
A
本
に
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。
「
作
名
」

東
寺
観
智
院
蔵
B
本
・
C
本
に
は
、
「
先
徳
略
名
口
決
」
東
寺
観
智
院
蔵
乙
本
・
丙
本
と
同
様
に
「
甫
」
　
と
し
て
立
項
さ
れ
て
お
り
　
「
少
輔
律
師

宏
教
」
と
あ
る
が
、
朱
書
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
項
の
直
後
に
、

（私）

右
朱
点
ハ
ム
ニ
以
異
本
交
入
了

の
一
条
の
注
記
が
存
し
て
お
り
、
〝
作
名
″
成
立
当
時
に
は
　
「
甫
」
　
を
は
じ
め
朱
書
の
項
目
や
著
大
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〝
先
徳
略
名
口
決
″
の
記
述
は
、
古
く
は
「
真
雅
」
（
八
〇
〇
－
八
七
九
）
よ
り
宏
教
（
禅
遍
二
二
八
一
－
　
三
五
三
）
に
至
る
の
で
あ
り
、
宏

教
（
禅
遍
）
が
最
下
限
で
あ
る
。
〝
作
名
″
は
、
古
く
は
聖
宝
（
八
≡
　
－
九
〇
九
）
よ
り
蓮
顕
（
…
二
二
〇
九
－
一
≡
六
…
…
）
ま
で
で
あ
っ

て
、
宏
教
（
禅
遍
）
の
記
載
は
な
い
。
〝
作
名
″
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
東
寺
観
智
院
蔵
A
本
を
例
に
掲
げ
る
と
、



往
生
院
後
度
伝
受
事

の
あ
と
、

建
暦
元
年
辛
未
六
月
九
日
冒
至
同
／
廿
七
日

（
略
名
略
）

元
久
三
年
㌔
二
月
之
比
冒
伝
受
事

（
略
名
略
）

二
帖
抄
三
月
十
八
日
ヨ
リ
始
之
同
／
四
月
廿
訂
終
功
事

（
略
名
略
）

任
抄
接
受
事

（
略
名
略
）

建
永
二
年
丁
卯
正
月
廿
一
日
ヨ
リ
始
之

（
略
名
略
）

同
五
月
十
日
終
功
畢

（
略
名
略
）

件
抄
伝
受
事

（
略
名
略
）

〓
二
こ

元
久
三
月
十
八
日
ヨ
リ
始
テ

（
略
名
略
）

同
四
月
廿
日
終
功
畢

先
徳
略
名
口
決
・
作
名
に
つ
い
て

三
九
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（
略
名
略
）

建
保
三
年
九
月
十
八
日
入
了

の
如
き
記
載
が
認
め
ら
れ
、
建
暦
元
年
（
一
二
二
）
、
元
久
三
年
二
二
〇
六
）
、
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
、
建
保
三
年
（
一
一
二
五
）
の
年
紀
が
認

め
ら
れ
る
。
l
二
こ
れ
れ
の
年
に
は
、
先
に
も
触
れ
た
西
院
流
の
伝
受
に
お
い
て
「
西
院
八
結
」
等
の
尊
法
な
ど
の
類
衆
に
関
与
し
た
宏
教
（
禅
遍
）

は
存
命
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
往
生
院
後
度
伝
受
事
」
と
あ
る
建
暦
元
年
六
月
九
日
よ
り
建
暦
元
年
六
月
廿
七
日
ま
で
の
間
に
は
宏
教
（
禅
遍
）
は

T
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

高
野
山
往
生
院
で
諸
尊
法
の
伝
授
を
受
け
て
お
り
、
〝
作
名
″
の
記
事
に
合
う
。
元
久
三
年
に
は
本
寺
西
僧
房
で
、
建
永
二
年
に
は
慈
尊
院
で
、

そ
れ
ぞ
れ
等
法
の
伝
授
を
受
け
て
い
る
時
期
に
合
致
す
る
。

つ
ま
り
、
〝
作
名
〟
と
い
う
書
物
は
、
宏
教
（
禅
遍
）
個
人
の
伝
受
と
深
く
関
る
も
の
で
あ
っ
て
、
〝
作
名
″
が
宏
教
（
禅
遍
）
の
手
に
よ
っ
て
成

っ
た
と
考
え
て
矛
盾
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
〝
作
名
J
y
・
高
山
寺
蔵
本
「
先
徳
略
名
」
甲
本
・
乙
本
の
共
に
、
外
題
「
西

院
先
徳
略
名
ゴ
・
内
題
「
先
徳
略
々
急
」
と
あ
る
「
ム
」
が
宏
教
（
禅
遍
）
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
右
に
推
定
し
た
〝
作
名
″
の
成
立
事

情
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
ろ
う
。

〝
先
徳
略
名
口
決
″
の
成
立
事
情
は
、
〝
作
名
″
の
項
目
と
の
対
比
か
ら
、
〝
作
名
〟
を
も
と
に
し
て
改
変
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
宏
教
（
禅

遍
）
を
注
し
て
「
先
師
」
と
呼
ぶ
所
か
ら
1
宏
教
（
禅
遍
）
の
弟
子
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
作
者
に
能
禅
を
充
て
る
説
も

（4）

あ
る
が
、
可
能
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
高
山
寺
に
お
け
る
〝
先
徳
略
名
口
決
″
・
〝
作
名
″
の
来
歴

以
上
、
〝
先
徳
略
名
口
決
〟
・
〝
作
名
〟
に
つ
い
て
〝
作
名
″
が
宏
教
（
禅
遍
）
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
後
人
の
手
で
改
変
増
補
し
た

も
の
が
、
〝
先
徳
略
名
口
決
〟
で
あ
ろ
う
と
の
推
定
を
試
み
た
。
こ
れ
ら
の
書
は
、
後
世
の
西
院
流
の
伝
受
に
お
い
て
も
充
分
に
活
用
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
「
作
名
」
　
B
本
は
第
一
八
一
画
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
画
に



は
「
金
玉
」
が
二
組
収
め
ら
れ
て
お
り
、
「
作
名
」
A
本
の
存
す
る
第
二
九
九
函
に
は
「
西
院
八
結
」
・
「
金
玉
」
・
「
異
水
」
・
「
六
道
貞
記
」
・
「
三

代
別
記
」
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
二
口
同
山
寺
蔵
本
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
で
あ
る
。
〝
作
名
〟
や
〟
先
徳
略
名
口
凍
〟
は
「
西
院
八
結
」
な

ど
と
一
括
し
て
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
後
世
の
伝
受
に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
高
山
寺
に
存
す
る
〝
作
名
″
・
″
先
徳
略
名
口
決
〟
の
来
歴
に
触
れ
て
お
く
。
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
に
お
け
る
〝
作
名
〟
・
〝
先
徳

略
名
口
決
″
を
初
め
と
す
る
西
院
流
の
聖
教
の
存
在
は
、
古
く
は
西
院
流
の
祖
・
信
正
が
東
寺
二
長
者
で
あ
り
、
そ
の
弟
子
、
任
党
が
東
寺
二
長

者
で
あ
っ
た
し
、
又
、
宏
教
の
弟
子
能
禅
、
そ
の
弟
子
亮
禅
は
東
寺
定
額
僧
で
あ
る
な
ど
、
東
寺
と
西
院
流
の
つ
な
が
り
は
古
く
よ
り
存
し
て
お

り
、
東
寺
に
西
院
流
聖
教
の
存
す
る
事
は
首
肯
で
き
る
所
で
あ
る
。
一
方
、
高
山
寺
に
お
い
て
〟
先
徳
略
名
口
決
〟
・
〝
作
名
〟
を
は
じ
め
と
す
る

西
院
流
聖
教
が
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
二
考
を
要
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
高
山
寺
の
場
合
、
「
作
名
口
決
」
の
外
題
を
有
す
る
〟
先
徳
略
名

日
次
″
高
山
寺
蔵
本
は
、
算
八
十
九
函
第
十
五
号
で
登
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
第
八
八
函
は
「
金
玉
」
、
「
異
水
」
の
収
め
ら
れ
た
函
で
あ
る
。
こ

の
「
金
玉
」
・
「
異
水
」
は
、
延
宝
三
年
を
中
心
と
し
て
、
「
作
名
口
決
」
の
書
写
者
で
も
あ
る
党
円
が
、
仁
和
寺
真
東
院
の
本
を
書
写
し
た
も
の

で
あ
り
、
こ
の
「
金
玉
」
「
異
水
」
の
書
写
時
に
同
時
に
「
作
名
口
決
」
が
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
「
金
玉
」
「
異

水
」
と
「
作
名
口
決
」
と
は
、
二
指
し
て
伝
わ
り
、
仁
和
寺
か
ら
高
山
寺
へ
と
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
「
先
徳
略
名
」
と
の

題
を
有
す
る
〝
作
名
″
高
山
寺
甲
本
・
乙
本
は
二
本
共
に
夢
九
〇
画
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
甲
本
奥
書
の
密
弁
は
、
寛
保
二
年
に
仁
和
寺
華
厳
院

で
西
院
流
の
「
印
玄
法
印
記
」
を
書
写
し
た
人
物
で
、
こ
の
書
も
第
九
〇
函
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
高
山
寺
に
存
す
る
西
院
流
の
聖
教
は
、
い
ず

れ
も
本
来
は
仁
和
寺
に
存
し
た
も
の
が
高
山
寺
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
時
期
も
き
ほ
ど
遡
り
得
る
も
の
で
は
な
く
、
些
戸

時
代
も
中
期
以
降
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

注（
1
）
高
山
寺
聖
教
第
七
三
函
の
金
玉
「
金
輪
」
・
「
宝
等
陀
羅
尼
経
」
・
「
地
鎮
作
法
」
・
「
牛
黄
加
持
」
・
「
雨
宝
」
・
「
御
衣
木
加
持
作
法
」
・
「
泥
塔
供
養
」
、
異
水

「
後
七
日
法
増
益
護
摩
」
・
「
御
質
二
智
」
・
「
奥
砂
抄
」
な
ど
の
本
奥
書
に
よ
る
。

先
徳
略
名
口
決
・
作
名
に
つ
い
て
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（
2
）
高
山
寺
聖
教
第
七
三
函
の
異
水
「
蓮
顕
授
与
禅
遍
許
可
印
信
」
・
「
不
用
別
壇
神
供
作
法
」
・
「
新
櫨
加
持
」
・
「
仁
王
近
」
・
「
五
大
埴
」
・
「
文
殊
千
鉢
法
」
・

「
（
c
a
n
i
d
i
t
y
a
）
所
作
（
c
a
n
d
r
a
）
准
之
」
・
「
五
秘
密
近
」
・
「
毎
日
御
所
作
次
第
」
、
第
八
九
函
の
異
水
「
不
動
止
雨
」
・
「
大
勝
近
」
な
ど
に
よ
る
。

（
3
）
　
高
山
寺
聖
教
第
八
九
函
の
西
院
八
結
「
不
動
略
次
第
大
和
」
・
「
大
威
徳
」
・
「
金
剛
夜
叉
」
な
ど
に
よ
る
。

（
4
）
　
「
群
書
解
題
　
釈
家
部
　
釈
三
五
八
　
先
徳
略
名
口
決
」

（
付
記
〕
本
稿
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
季
研
究
集
会
に
お
い
て
発
表
し
た
内
容
に
加
筆
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
集
会
の
席
上
、
又

本
稿
成
稿
に
当
っ
て
は
、
小
林
芳
規
先
生
、
菅
原
範
夫
氏
、
鈴
木
恵
氏
の
御
教
導
、
御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
又
、
資
料
閲
覧
に

際
し
て
は
、
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
調
査
団
、
高
山
寺
典
籍
文
書
総
合
調
査
団
、
国
立
国
会
図
書
館
、
東
寺
御
当
局
、
高
山
寺
勧
当
局
の
各
位
の
蟹
同

配
を
賜
っ
た
。
お
礼
申
し
上
げ
る
。




